
集落代表者アンケートの結果（イノシシ）
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アンケートに回答のあった集落の内、直近5年のイノシシによる農業被害が「大きい」
以上と回答した集落の割合はH29年の40%をピークにR2年の28%まで減少しました。
特にR元年に豚熱が発生した県北部では被害の減少が見られます。

イノシシ被害発生集落推移
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※R元からアンケートの回答選択肢に被害程度

の目安を追加。生産量の内、何％が被害にあっ
ているかを目安とした。


